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編　集　後　記

「研究紀要」第 54 号をお届けします。今回は、計 13 編の論文（総説 3編、学術論
文 7編、研究ノート 1編、資料 2編）を掲載することができました。
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行は、私たちの日常生活に大きな影
響や変革をもたらし、研究においても同様であったといえましょう。COVID-19 の感
染症法上の位置づけが第 5類感染症に変更となり、漸く調査や研究を以前通りに進め
られるようになりました。しかし、コロナ禍であったがゆえに工夫を凝らした新たな
研究手法は、私たち研究者にとってこれからも強力な味方になることと思います。
今回の紀要には総説を掲載しています。長年、本学に在籍し活躍しておられる先生
方にご執筆をお願いし実現しました。今後は、総説を含め本学らしい多様な領域の研
究成果を発信するとともに、発信の仕方にも工夫を凝らしていきたいと思います。
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